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表紙の説明

　５月27日、玖珂総合公園で「く

が青空マルシェ」が開催されまし

た。訪れた人たちは、手の込んだ

ハンドメイド作品を一つ一つ手に

取って眺めたり、人気キャラクタ

ーのバルーンアートに目を輝かせ

たりして、にぎやかな休日を過ご

していました。

　　くが青空マルシェ　　

（玖珂総合公園）

耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

弾道ミサイルの発射を想定した

防災行政無線の放送訓練を行います

日時：６月27日㈫　15時

　北朝鮮から弾道ミサイルが発射された場合、発射か

ら着弾までの時間は、最大でも約10分程度です。

　着弾の恐れがある場合に防災行政無線で放送する音

声を、６月27日㈫15時に放送しますので、いざとい

うときにとっさに身を守る行動が取れるよう、放送内

容を確認してください。

●弾道ミサイル着弾の恐れがある場合、国がＪア

ラート（全国瞬時警報システム）で発信する音声

を、防災行政無線で放送します。

●市内242カ所に設置した防災行政無線屋外スピ

ーカーおよび屋内受信機（デジタル機器のみ）で

放送します。

●実際に着弾の恐れがある場合は、同時に携帯電

話に緊急速報メール
※

などが送信されますが、今回

の訓練では送信しません。

※緊急地震速報、国や自治体が発信する災害・避難情報や津

波警報などを携帯電話へ発信するサービスの名称です。au

とソフトバンクは緊急速報メールの名称で、ドコモは（緊急

速報）エリアメールの名称でサービスを提供しています。機

種によりサービスが受けられない場合もあります。詳細は携

帯電話会社などに確認してください。

実際にミサイルの着弾が

予想されるときは

屋外にいる場合

○近くのできるだけ頑丈な建物に避難する。

○近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠

すか地面に伏せ頭部を守る。

屋内にいる場合

○できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋

へ移動する。

問危機管理課☎㉙5119 02　弾道ミサイルの発射を想定し
　　た防災行政無線の放送訓練

03　くらしの情報

09　おでかけ情報

11　地球温暖化防止エコラムなど

12　国民健康保険料の決定

13　後期高齢者医療保険料の決定

14　くらしの相談窓口など

16　人権啓発コーナーなど

17　ふるさと歴史アラカルト
　　岩国市人口・世帯など

18　休日在宅医療機関など



記
念
乗
車
券
の
贈
呈

　

錦
川
鉄
道
㈱
の
開
業
30
周
年
を
記
念
し
て
、

対
象
の
人
に
記
念
乗
車
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象　

○
錦
町
駅
開
業
の
日
・
岩
日
線
開
通

の
年
＝
昭
和
38
年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
錦
川
鉄
道
開
業
日
＝
昭
和
62
年
７
月
25
日

生
ま
れ
の
人

○
開
業
10
周
年
＝
平
成
９
年
７
月
25
日
生
ま

れ
の
人

○
開
業
20
周
年
＝
平
成
19
年
７
月
25
日
生
ま

れ
の
人

○
開
業
30
周
年
＝
平
成
29
年
７
月
25
日
出
産

予
定
の
人

記
念
乗
車
券　

昼
得
き
っ
ぷ（
岩
国
～
錦
町
）、

と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
（
平
成
29
年
11
月
26
日

ま
で
有
効
）

※
各
５
人
限
定

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
記
念
乗
車
券
の
発
送
を
も
っ
て
当
選
の
発

表
と
し
ま
す

募
集
期
間　

６
月
30
日
㈮
ま
で

申
生
年
月
日
を
証
明
で
き
る
も
の
の
コ
ピ
ー

ま
た
は
出
産
予
定
日
を
記
載
し
た
母
子
手
帳

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
、
郵
送
（
消
印
有
効
）

ま
た
は
直
接
、
錦
川
鉄
道
㈱
へ
提
出

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
７
２
４　

錦
町
広
瀬

７
８
７
３
―

９　

「
錦
川
鉄
道
㈱
記
念
日
生

ま
れ
」
係

問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

～
16
時

場
所　

防
災
用
土
取
り
場
（
新
港
町
二
丁
目

７
―
１
４
５　

一
文
字
終
末
処
理
場
内
）

※
土
の
う
袋
は
で
き
る
だ
け
持
参
し
て
く
だ

さ
い

※
土
の
う
作
成
以
外
の
用
途
で
土
取
り
場
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん

問
危
機
管
理
課
☎
㉙
５
１
１
９

大
雨
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　

災
害
時
の
衛
生
対
策

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
な
ど
で
床
上
・

床
下
浸
水
が
起
き
た
と
き
は
、
ま
ず
浸
水
箇

所
の
片
付
け
を
し
て
、壁
や
床
面
を
水
洗
い
・

水
拭
き
に
よ
り
汚
れ
を
落
と
し
た
後
、
乾
燥

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
食
中
毒
な
ど
も
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
手
洗

い
を
し
て
、
食
品
は
十
分
加
熱
し
て
か
ら
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

浸
水
し
た
箇
所
の
消
毒
を
希
望
す
る
人
は
、

汚
れ
を
落
と
し
て
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
後
に

環
境
保
全
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

６
月
は
住
環
境
衛
生
推
進
月
間

●
ネ
ズ
ミ
・
衛
生
害
虫
の
防
除
を
！

　

ゴ
キ
ブ
リ
を
は
じ
め
と
し
た
衛
生
害
虫
は
、

土
取
り
場
の
一
般
開
放

　

土
の
う
を
作
る
た
め
の
土
取
り
場
を
一
般

開
放
し
ま
す
。
土
の
う
を
作
っ
て
持
ち
帰
り
、

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
浸
水
に
備
え
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

６
月
24
日
㈯
、
８
月
26
日
㈯　

９
時

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
活
動
が
活
発
に
な

り
ま
す
。
衛
生
害
虫
は
存
在
自
体
が
不
快
感

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
公
衆
衛
生
の
面
か

ら
も
駆
除
が
必
要
で
す
。
駆
除
の
際
、
薬
剤

を
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用
上
の
注
意
を
守

り
、
安
全
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
換
気
に
注
意
！

　

気
温
が
高
い
時
期
、
新
築
・
改
築
・
改
装

後
の
建
物
は
、
換
気
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
建
物
の
気
密
性
が
高
く
な
っ
た
こ

と
や
化
学
物
質
を
放
散
す
る
建
材
・
内
装
材

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
室
内
空
気
汚
染
が
生
じ
体
調
不
良
を
訴

え
る
事
例
が
起
き
て
い
ま
す
。
夏
季
は
放
散

量
が
増
大
し
や
す
い
た
め
、
十
分
に
換
気
を

し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

墓
石
や
納
骨
堂
な
ど
に

　
　
　
　
　
　

納
骨
す
る
前
に

　

墓
地
ま
た
は
納
骨
堂
と
し
て
許
可
を
受
け

て
い
な
い
区
域
に
納
骨
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

許
可
を
受
け
て
い
な
い
区
域
に
納
骨
し
た
場

合
、
罰
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

墓
石
の
設
置
や
移
転
、
ま
た
は
納
骨
堂
へ

の
納
骨
を
考
え
て
い
る
人
は
、
使
用
契
約
を

結
ぶ
前
に
、
経
営
許
可
を
受
け
て
い
る
墓
地
、

納
骨
堂
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

お
知
ら
せ

3 2017.6.15



空
き
家
の
適
切
な
管
理
を

　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　

空
き
家
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が

原
因
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有
者
な

ど
が
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
定
期
的
に
空
き
家
の

点
検
・
清
掃
・
除
草
な
ど
を
行
い
、
適
切
な

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
転
勤
・
入
院
な
ど

で
長
期
に
わ
た
っ
て
不
在
の
場
合
に
は
、
不

測
の
事
態
に
備
え
て
、
近
所
の
人
な
ど
に
連

絡
先
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

空
き
家
が
次
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
市
の
指
導
な
ど
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
○
老
朽
化
や
台
風
な
ど
の

自
然
現
象
に
よ
っ
て
、
倒
壊
や
建
築
資
材
の

飛
散
の
可
能
性
が
あ
る
状
態　

○
敷
地
内
の

樹
木
・
雑
草
が
生
い
茂
り
、
衛
生
害
虫
な
ど

が
発
生
し
て
い
る
状
態　

○
建
物
の
破
損
や

腐
食
な
ど
に
よ
っ
て
、
不
特
定
の
人
が
容
易

に
侵
入
で
き
る
状
態

●
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
促
進
事
業
費
補
助

金
　

危
険
な
老
朽
空
き
家
を
除
却
（
解
体
）
す

る
た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

補
助
金
額　

除
却
費
用
の
３
分
の
１
（
限
度

額
30
万
円
）

募
集
期
間　

12
月
25
日
㈪
ま
で

申
問
建
築
住
宅
課
☎
㉙
５
１
３
８

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

　

労
働
保
険
の
平
成
28
年
度
分
の
確
定
保
険

料
と
、
平
成
29
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申

告
・
納
付
手
続
き
は
、
７
月
10
日
㈪
ま
で
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
受
付
相
談
会

　

申
告
書
の
記
入
相
談
・
受
理
、
保
険
料
の

納
付
な
ど
が
で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
23
日
㈮
、
７
月
６
日
㈭　

10
時

～
15
時

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

２
階
特
別
会

議
室

問
山
口
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
３
―
９
９
５
―
０
３
６
６

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
や
免
除
期
間
な
ど
が
一
定
年
数
必
要
で

す
。
ま
た
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
、
保
険
料
を
納
め
る
と
満
額
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
ま
で
に

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
や
、
納
付
済
期
間
が
40
年
未

満
の
場
合
、60
歳
以
降（
申
し
出
た
月
以
降
）

で
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
厚
生
年
金
お
よ
び
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
に
限
り
ま
す

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人

（
70
歳
ま
で
）　

○
年
金
額
を
増
や
し
た
い
人

（
65
歳
ま
で
）　

○
海
外
に
居
住
し
日
本
国
籍

を
持
つ
人
（
20
歳
～
65
歳
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
６
、
総
合
支
所
、

岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

全
国
安
全
週
間

　

労
働
者
の
安
全
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　

「
組
織
で
進
め
る
安
全
管
理

み
ん
な
で
取
り
組
む
安
全
活
動　

未
来
へ
つ

な
げ
よ
う
安
全
文
化
」

期
間　

７
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮

問
山
口
労
働
局
健
康
安
全
課

☎
０
８
３
―
９
９
５
―
０
３
７
３

市
税
の
納
期

●
市
県
民
税　

第
１
期

納
期
限　

６
月
30
日
㈮

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課
☎
㉙
５
０
５
９
、
総
合
支
所
、
支

所

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
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補
助
額　

18
万
円
を
限
度

※
年
度
途
中
の
開
始
は
月
割
り

募
集
数　

２
団
体

※
申
請
団
体
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

募
集
期
間　

６
月
16
日
㈮
～
26
日
㈪

※
期
間
内
に
募
集
数
が
満
た
な
い
場
合
は
、

随
時
受
け
付
け
ま
す

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
６
６

放
送
大
学
10
月
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

第
１
回
＝
８
月
31
日
㈭
ま
で

第
２
回
＝
９
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬
ま
で

※
資
料
請
求
は
無
料

申
問
放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
―
９
２
８
―
２
５
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

:/
/
w
w
w
.o
u
j.a

c
.jp

錦
川
流
域
河
川

　
　
　
　
　

一
斉
清
掃
参
加
者

　

錦
川
流
域
の
河
口
か
ら
源
流
ま
で
の
広
い

範
囲
で
、
清
掃
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
時
休
館

　

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

日
時　

６
月
21
日
㈬

問
文
化
財
保
護
課
☎
㉘
５
３
５
３

認
知
症
カ
フ
ェ

　
　
　

運
営
団
体
へ
の
補
助
金

　

認
知
症
の
人
や
家
族
、
地
域
住
民
な
ど
誰

も
が
参
加
で
き
集
う
場
所
と
し
て
の
「
認
知

症
カ
フ
ェ
」
を
運
営
す
る
団
体
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
団
体

○
市
内
に
在
住
す
る
認
知
症
の
人
お
よ
び
そ

の
家
族
が
参
加
で
き
る
カ
フ
ェ
を
市
内
で
月

１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

○
カ
フ
ェ
実
施
時
に
専
門
職
（
看
護
師
・
保

健
師
な
ど
）
を
月
１
回
以
上
配
置
す
る
こ
と

○
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
、
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
の
助
言
を
受
け
る
こ
と　

を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

７
月
９
日
㈰

※
小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
、順
延
な
し
）

募
集
期
間　

６
月
30
日
㈮
ま
で

申
問
「
錦
川
流
域
河
川
一
斉
清
掃
」い
わ
く
に

実
行
委
員
会
（
政
策
企
画
課
内
）

☎
㉙
５
０
１
３

発
掘
作
業
員

　

平
成
29
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
発
掘
作

業
員（
有
償
）の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
期
間　

８
月
１
日
㈫
～
平
成
32
年
12
月

28
日
㈪

※
登
録
者
の
中
で
必
要
に
応
じ
て
発
掘
作
業

を
依
頼
し
ま
す

場
所　

中
津
居
館
跡
（
楠
町
三
丁
目
地
内
）

期
間　

８
月
～
11
月
ま
で
毎
月
10
日
程
度
出

務　

９
時
～
16
時

※
期
間
は
今
年
度
の
予
定
で
す

※
作
業
進
行
に
よ
っ
て
12
月
28
日
㈭
ま
で
延

長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

募
集
期
間　

７
月
14
日
㈮
ま
で

申
登
録
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

文
化
財
保
護
課
へ
提
出

問
文
化
財
保
護
課
☎
㉘
５
３
５
３

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404
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職
業
訓
練
生

●
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
科

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講
指
示
、
受
講
推

薦
ま
た
は
支
援
指
示
が
受
け
ら
れ
る
人

期
間　

８
月
23
日
㈬
～
11
月
22
日
㈬

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

定
員　

20
人

内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
技
能
の
資
格
取
得
を
目
指
す

料
金　

１
万
７
千
円
（
教
材
費
）

募
集
期
間　

７
月
13
日
㈭
ま
で

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎
㉑
３
２
８
１

山
口
県
統
計
グ
ラ
フ

　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

対
象　

小
学
１
年
生
以
上
（
学
年
別
の
部
門

あ
り
）

課
題　

自
由
。
た
だ
し
、
小
学
４
年
生
以
下

の
応
募
に
つ
い
て
は
、
児
童
自
ら
が
観
察
ま

た
は
調
査
し
た
結
果
か
ら
作
成
し
た
グ
ラ
フ

用
紙
の
サ
イ
ズ　

Ｂ
２
判
（
72
・
８
㎝
×
51

・
５
㎝
）
用
紙
は
貼
り
合
わ
せ
て
も
可

募
集
期
間　

９
月
６
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

申
問
山
口
県
統
計
分
析
課

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
４
０

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
居
者

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
（
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
を
含
む
）

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る
人
お
よ
び
婚
約

者
を
含
む
）
が
あ
る
人

※
門
前
さ
く
ら
、
門
前
あ
お
ば
、
向
峠
、
宇

佐
、
大
原
、
和
田
、
給
田
原
団
地
は
単
身
可

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
は
な
い
人

※
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
政
令
月
収
15
万

８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
若
者
定
住
住
宅
は
、
家
賃
の
２
倍
以
上
の

収
入
が
あ
り
、
世
帯
主
が
40
歳
以
下
で
あ
る

こ
と

※
単
独
定
住
住
宅
は
、
毎
月
の
家
賃
を
納
入

し
得
る
収
入
で
あ
る
こ
と

募
集
期
間　

６
月
20
日
㈫
～
30
日
㈮

申
所
定
の
申
込
書
に
、
世
帯
全
員
の
住
民
票

の
写
し
、
所
得
証
明
書
、
市
町
村
税
の
完
納

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
、
住
宅
を
所
管
す
る

総
合
支
所
農
林
建
設
課
へ
提
出

問
玖
珂
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎
82
０
５
８
２

錦
総
合
支
所
農
林
建
設
課
☎
72
２
１
１
６

美
和
総
合
支
所
農
林
建
設
課
☎
96
１
１
１
２

【１人での申し込みができない住宅】

種　別 管轄 地域 団地（住宅）名 戸数 家賃（円）

特定公共

賃貸住宅

玖珂 玖珂 植山 ４ 49,000～55,000

錦 錦

中の瀬 １ 22,000～28,000

尾川 １ 36,000～45,000

美和 美和

陽の出 １ 32,000～40,000

鷹ノ巣 １ 32,000～40,000

種　別 管轄 地域 団地（住宅）名 戸数 家賃（円）

若者定住

住 宅
錦 美川

門前さくら 3 12,000

門前あおば 2 15,000

単独定住

住 宅

錦 錦

向峠 １ 15,000

宇佐 １ 15,000

大原 １ 15,000

美和 本郷

和田 ３ 24,000～35,000

給田原 １ 33,000

【１人での申し込みもできる住宅】
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知っちょる!?

市役所なんでも

Ｑ＆Ａ

Ｑ

Ａ

市
職
員

職
種　

①
看
護
師
・
准
看
護
師　

②
薬
剤
師

受
験
資
格　

①
＝
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
看
護
師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師

資
格
を
有
す
る
人　

②
＝
昭
和
43
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
資
格
を
有
す
る

人※
い
ず
れ
も
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む

※
詳
細
は
募
集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

募
集
人
員　

①
②
＝
各
２
人
程
度

募
集
期
間　

６
月
15
日
㈭
～
７
月
12
日
㈬

試
験
日　

７
月
20
日
㈭

試
験
場
所　

市
役
所

種
目　

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　

９
月
１
日
以
降
（
資
格
取
得

見
込
み
の
人
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
）

勤
務
場
所　

①
＝
錦
中
央
病
院
ま
た
は
美
和

病
院　

②
＝
錦
中
央
病
院

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
（
必
着
）
ま

た
は
直
接
、
職
員
課
へ
提
出

※
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書
留
と
し
、
82
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
）

を
同
封

問
職
員
課
☎
㉙
５
０
３
６

消
防
吏
員

受
験
資
格　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

○
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成
市
町

内
（
岩
国
市
、
和
木
町
）
に
居
住
で
き
る
人

募
集
人
員　

12
人
程
度

試
験
日　

①
一
次
試
験
＝
９
月
17
日
㈰　

９

時
～
12
時
30
分　

②
二
次
試
験
＝
10
月
下
旬

試
験
場
所　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

種
目　

①
＝
一
般
教
養
、
適
性
検
査　

②
＝

面
接
、
論
文
、
身
体
検
査
、
体
力
検
査

募
集
期
間　

７
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

採
用
予
定
日　

平
成
30
年
４
月
１
日

申
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
な
ど

に
備
え
付
け
の
願
書
（
岩
国
地
区
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送（
消
印
有
効
）

ま
た
は
直
接
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
へ
提
出

問
消
防
組
合
消
防
本
部
☎
㉛
０
１
９
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w
w
w
.iw

a
k
u
n
i-fd

.o
r.jp

/

　　　　　岩国市ではどんな魚介

　　　　類が取れますか？

　　　　　装束から保津沖にかけ

　　　　てサワラが、柱島周辺で

　　　　はメバル、タコ、由宇沖

ではタイなど、通津、神代ではア

サリが取れています。また、錦川、

島田川および小瀬川流域ではアユ

が取れています。

　市では、近年漁獲高が減少して

いるため、市内の各漁業協同組合

と協力して、タイ、ヒラメ、マコ

ガレイ、カサゴ、オコゼ、キジハ

タ、トラフグ、クルマエビ、ガザ

ミ（ワタリガニ）、アサリ、アカ

ガイ、クロアワビ、シロウオ、ア

ユの稚魚などを放流しています。

　この取り組みにより、タイ、オ

コゼなどの漁獲高は、回復傾向に

あります。

問水産港湾課☎㉙5118
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ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
教
室

対
象　

市
内
ま
た
は
近
隣
に
在
住
す
る
小
・

中
学
生

日
時　

７
月
３
日
㈪
～
９
月
29
日
㈮
の
毎
週

月
・
金
曜　

18
時
～
20
時
（
祝
日
は
除
く
）

場
所　

岩
国
総
合
支
援
学
校　

体
育
館

定
員　

20
人

料
金　

２
千
円
／
月

募
集
期
間　

随
時

申
問
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
（
松
重
）

☎
０
９
０
―
３
３
７
５
―
０
３
２
７

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
野
村
）

☎
０
８
０
―
１
９
３
５
―
３
３
１
０

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

対
象　

小
学
４
年
～
６
年
生

日
時　

７
月
21
日
㈮　

８
時
～
17
時

場
所　

二
鹿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

※
集
合
・
解
散
場
所
＝
総
合
体
育
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

料
金　

３
千
円
（
当
日
持
参
）

※
承
諾
書
の
記
入
・
押
印
が
必
要

募
集
期
間　

６
月
23
日
㈮
ま
で

申
問
（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
32
７
３
７
２

税
務
職
員
（
高
卒
程
度
）

受
験
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
高

等
学
校
な
ど
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
ま
た
は

平
成
30
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
日　

９
月
３
日
㈰

試
験
場
所　

鳥
取
市
、
松
江
市
、
岡
山
市
、

広
島
市
、
山
口
市

種
目　

基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文

試
験

募
集
期
間　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６
月
19

日
㈪
～
28
日
㈬　

○
郵
送
（
消
印
有
効
）
ま

た
は
直
接
＝
６
月
19
日
㈪
～
21
日
㈬

申
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ

ス
か
ら
、
も
し
く
は
所
定
の
申
込
書
を
第
一

次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

に
郵
送
ま
た
は
直
接

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-s

h
ik

e
n

.g
o
.jp

/

ju
k
e
n

.h
tm

l

問
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
８
２
―
２
２
１
―
９
２
１
１

司
法
書
士
無
料
電
話
相
談
会

日
時　

7
月
１
日
㈯　

10
時
～
14
時

場
所　

市
役
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

50
人

内
容　

岩
国
音
頭
（
手
踊
り
・
傘
踊
り
）
の

基
礎
を
学
ぶ

料
金　

無
料

持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

募
集
期
間　

７
月
７
日
㈮
ま
で

申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
経
験

の
有
無
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
課

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
㉙
５
１
０
３　

FAX

㉑
３
４
５
６

初
め
て
の
人
の
た
め
の

　
　

か
ん
た
ん
市
民
手
話
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
高
校
生
以
上
の
人

日
時　

７
月
６
日
㈭
～
27
日
㈭
の
毎
週
木
曜

19
時
～
20
時
30
分

場
所　

岩
国
市
福
祉
会
館　

２
階
小
ホ
ー
ル

講
師　

岩
国
手
話
サ
ー
ク
ル
四
ッ
葉
会
、
岩

国
聴
覚
障
害
者
福
祉
会

料
金　

無
料

募
集
期
間　

６
月
29
日
㈭
ま
で

申
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
障
害
者
支
援
課

問
障
害
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２

FAX

㉒
2
8
1
4

　

sh
o
u

-sh
ie

n
@

c
ity

.iw
a
k
u

n
i.lg

.jp
 

内
容　

○
多
重
債
務
問
題
（
借
金
な
ど
）

○
相
続
問
題
（
相
続
登
記
な
ど
）　

○
空
き

家
問
題
（
空
き
家
の
処
分
に
困
る
な
ど
）

相
談
受
付
電
話
番
号

　

０
１
２
０
―
０
０
３
―
８
２
１

問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

☎
０
８
３
―
９
０
２
―
５
３
３
５

シ
ニ
ア
の
た
め
の

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
入
門
講
習

対
象　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業

を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
人

日
時　

７
月
19
日
㈬
～
21
日
㈮　

10
時
～
16

時
30
分

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

定
員　

10
人

料
金　

無
料

募
集
期
間　

７
月
５
日
㈬
ま
で

申
問
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
☎
０
８
３
―
９
２
１
―
６
０
７
０

岩
国
音
頭
講
習
会

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時　

７
月
18
日
㈫　

13
時
30
分
～
15
時
30

分
（
受
け
付
け
＝
13
時
～
）

8広報いわくに

イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
座

相　

談



㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

バ
レ
ト
ン
教
室
（
第
２
期
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

女
性
で
、
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　

７
月
14
日
㈮
～
９
月
29
日
㈮
の
毎
週

金
曜
（
８
月
11
日
、
９
月
22
日
は
除
く
）
10

時
～
（
全
10
回
）

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場　
　

定
員　

５
人

料
金　

４
千
円

募
集
期
間　

６
月
15
日
㈭
～
30
日
㈮

申
問
（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
32
７
３
７
２

※
９
時
～
17
時
、
土
・
日
曜
を
除
く

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

古
本
市

日
時　

７
月
８
日
㈯　

９
時
30
分
～
16
時
、

７
月
９
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時　

内
容　

図
書
館
で
廃
棄
す
る
本
の
販
売

※
５
冊
ま
で
１
０
０
円
と
し
、
一
度
に
一
人

10
冊
ま
で
（
再
入
場
可
）

※
来
場
者
多
数
の
場
合
、
整
理
券
を
配
布
し
、

入
場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

麻
里
布
町
七
丁
目　

☎
㉒
５
８
４
５

麻
里
布
分
室 

de

ト
ッ
キ
ー
さ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
22
日
㈭　

10
時
30
分
～
11
時

内
容　

親
子
で
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
む

講
師　

加
藤
と
き
え
氏
（
ト
ッ
キ
ー
さ
ん
）

料
金　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
近
隣
に
有
料
の
駐
車
場
あ
り

㊡
火
曜

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎
62
０
１
６
０

科
学
工
作

●
ミ
ク
ロ
生
物
が
目
の
前
に
広
が
る
！　

プ

ラ
ン
ク
ト
ン
万
華
鏡
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
１
年
生
以
上
（
小
学
３
年
生
ま

で
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　

７
月
16
日
㈰　

13
時
～
15
時

場
所　

潮
風
公
園
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ゆ
う

体
験
学
習
室

内
容　

ミ
ク
ロ
生
物
が

コ
ロ
コ
ロ
と
泳
ぎ
回
る

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
万
華
鏡

を
作
り
な
が
ら
、
ミ
ク

ロ
生
物
の
不
思
議
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ぶ

講
師　

末
友
靖
隆
氏
（
ミ
ク
ロ
生
物
館
）

料
金　

２
０
０
円
（
材
料
費
、
付
き
添
い
は

無
料
）

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
期
間　

７
月
11
日
㈫
ま
で

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

モ
ス
ク
ワ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団

　

山
口
県
出
身
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
小
林

愛
実
が
ロ
シ
ア
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。

指
揮
は
ユ
ー
リ
・
ボ
ト
ナ
リ
。

日
時　

７
月
７
日
㈮　

18
時
30
分
～
（
開
場

＝
18
時
）

演
奏
曲
目　

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
２
番
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
交
響
曲

第
６
番
「
悲
愴
」

料
金
【
全
席
指
定
】　

S
席
＝
１
万
円
、
A

席
＝
８
千
円
、
B
席
＝
６
千
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増
し

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
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おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

岩
国
運
動
公
園

中
央
図
書
館
麻
里
布
分
室

中
央
図
書
館

ミ
ク
ロ
生
物
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

▲小林愛実

(C)Akira Muto



　
　

一　

旅
人
の
し
る
べ
と
な
り

　
　
　
　

輝
や
か
に　

大
河
を
渡
る

　
　
　
　

錦
帯
橋

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を

　
　
　
　
　
　

翼
に
か
え
て

　
　
　
　
　
　

子
供
た
ち
は
羽
を
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　
　

飛
び
立
つ　
　

　
　
　
　
　
　

遠
い
夢
を
追
い
か
け
て

　
　

二　

大
空
の
光
浴
び
て

　
　
　
　

き
ら
ら
か
に
大
地
に
横
た
う

　
　
　
　

錦
川

　
　
　
　
　
　

せ
せ
ら
ぎ
の
歌
が

　
　
　
　
　
　

心
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　
　

同
じ
恵
み
分
け
合
い
な
が
ら　
　

　
　
　
　
　
　

生
き
て
る

　
　
　
　
　
　

美
し
い
こ
の
街
で

岩
国
市
歌　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

詞　
　

村
田
さ
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

曲　
　

池
辺
晋
一
郎

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

自
主
活
動
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

中
央
公
民
館
や
地
域
の
分
館
な
ど
で
は
多

く
の
人
が
自
主
活
動
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

●
中
央
公
民
館

【
吟
詠
】
光
玉
流
吟
詠
ひ
ま
わ
り
会
、
水
府

流
吟
道
翆
風
会
、
吟
道
天
水
流
吟
詠
会
、
光

風
流
山
陽
吟
詠
会
城
山
支
部

【
俳
句
】
岩
国
若
葉
会
、
対
岸
俳
句
会

【
川
柳
】
岩
国
川
柳
会

【
短
歌
】
岩
国
青
潮
短
歌
会
、
青
潮
岩
国
花

一
束
短
歌
会

【
書
道
】
夜
間
書
道
ク
ラ
ブ

【
ペ
ン
習
字
】
ペ
ン
習
字
ク
ラ
ブ

【
華
道
】
池
坊
す
ず
ら
ん
会
、
草
月
華
遊
び

【
茶
道
】
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン
ク
ラ
ブ
、
裏
千

家
茶
道
倶
楽
部

【
民
踊
】
第
一
民
踊
ク
ラ
ブ

【
民
謡
】
岩
国
民
謡
ク
ラ
ブ

【
三
味
線
】
山
口
民
謡
睦
実
会

【
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
】
エ
ン
ジ
ェ
ル
ウ
イ
ン

グ
、
錦
帯
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

【
フ
ラ
メ
ン
コ
】
ラ
ス
・
フ
ロ
ー
レ
ス

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
】
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ダ
ン

シ
ン
グ

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
】
モ
キ
ハ
ナ
岩
国

【
健
康
体
操
】
矢
野
健
康
体
操
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
岩
国

【
３
Ｂ
体
操
】
３
Ｂ
ロ
ー
ズ

【
合
唱
】
岩
国
女
声
合
唱
団
、
コ
ー
ル
錦

【
大
正
琴
】
大
正
琴
さ
く
ら
会

【
マ
ン
ド
リ
ン
】
岩
国
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

【
カ
ラ
オ
ケ
】
あ
ざ
み
歌
謡
ク
ラ
ブ

【
発
明
】
岩
国
発
明
教
室

【
七
宝
焼
】
七
宝
ク
ラ
ブ

【
陶
芸
】
陶
遊
会
、
陶
花
会
、
青
葉
陶
芸
ク

ラ
ブ

【
ロ
ー
ケ
ツ
草
木
染
】
草
樹
会

【
俳
画
】
岩
国
錦
穂
俳
画
会

【
絵
画
】
岩
国
絵
画
ク
ラ
ブ
、
ア
ト
リ
エ
フ

レ
ン
ド
、
絵
画
ク
ラ
ブ
集
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

パ
ス
テ
ル
画
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
パ
ス
テ
ル
画

【
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
】
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス 

夢

工
房

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
】
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
ク
ラ
ブ

【
演
劇
】
岩
国
演
劇
研
究
会
「
劇
団
の
ん
た
」

【
洋
菓
子
作
り
】
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

【
英
会
話
】
マ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、
英
会
話
ク
ラ

ブ
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
中
級
英
会
話
ク
ラ
ブ

※
そ
の
他
の
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
中
央
公
民
館

童
謡
や
唱
歌
を
歌
っ
て

　
　

心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
！

●
歌
い
継
ぎ
た
い
日
本
の
歌

日
時　

７
月
14
日
㈮　

10
時
～
11
時
30
分

（
開
場
＝
９
時
45
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

内
容　

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
響
き
の
中
で
、

誰
も
が
知
っ
て
い
る
童
謡
、
唱
歌
、
日
本
の

歌
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

講
師　

廣
田
登
志
子
氏
（
元
小
学
校
長
）

料
金　

無
料

問
中
央
公
民
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
教
室

●
君
も
こ
れ
で
考
古
学
者
に
！

対
象　

小
学
５
年
～
中
学
３
年
生

日
時　

８
月
15
日
㈫　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

２
階
講
座
室

定
員　

８
人

内
容　

シ
リ
コ
ー
ン
の
樹
脂
を
使
っ
て
、
化

石
の
型
枠
を
作
る

募
集
開
始　

７
月
２
日
㈰　

９
時

※
募
集
開
始
日
の
９
時
30
分
ま
で
に
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

10広報いわくに

科
学
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館
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●
施
設
見
学

　

第
一
工
場
と
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
分
別
処
理
の
様
子
や
施
設
の
状

況
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
学
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、多
く
の
人
が「
見
学
し
て
良
か
っ

た
」「
ご
み
処
理
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
分
別

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

申
問
環
境
事
業
所
☎
㉛
７
７
１
０

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
を
し
て
い
る
人

へ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
施
設
紹
介
、

各
種
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
で
す
。

申
問
環
境
事
業
課
☎
㉛
５
３
０
４

※
自
治
会
や
子
供
会
、
会
社
の
研
修
な
ど
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い

　

６
月
も
半
ば
に
差
し
掛
か
り
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
近

年
、
こ
の
暑
さ
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞

で
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
気
温
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
猛

暑
日
（
日
最
高
気
温
35
℃
以
上
）
や
真
夏
日

（
日
最
高
気
温
30
℃
以
上
）
の
年
間
観
測
日

数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
山
口
県
や
岩

国
市
の
気
温
も
同
様
に
上
昇
し
て
お
り
、
こ

の
30
年
間
で
平
均
し
て
お
よ
そ
１
℃
上
昇
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
増
加

に
よ
る
「
地
球
温
暖
化
」
や
都
市
化
の
進
展

に
よ
る
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
」
な
ど

が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
影
響
で
、
年
に
よ
っ
て
変
化
は

あ
る
も
の
の
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る

人
の
数
も
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
に
当
た
り

熱
中
症
対
策
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

人
が
感
じ
る
暑
さ
（
体
感
温
度
）
は
、
気

温
だ
け
で
な
く
、
湿
度
、
風
の
強
さ
、
日
射
、

熱
い
物
体
か
ら
の
赤
外
放
射
に
よ
っ
て
も
影

響
を
受
け
ま
す
。
気
温
が
高
く
な
く
て
も
、

湿
度
が
高
く
風
が
な
い
日
は
、
発
汗
機
能
が

う
ま
く
働
か
ず
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
夏
の
晴
れ
た
日
中

に
は
、
気
温
が
30
℃
程
度
で
あ
っ
て
も
、
日

な
た
で
の
体
感
温
度
は
40
℃
以
上
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

体
感
温
度
を
下
げ
る
工
夫
と
し
て
、
適
度

な
空
調
使
用
や
、
す
だ
れ
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
活
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
打
ち
水
を
し
て

周
囲
の
温
度
を
下
げ
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

2017.6.15

温
暖
化
と
熱
中
症
対
策

環
境
学
習
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

■ごみ処理家計簿

減 量 効 果 ４月分

前　年

同月比

処 理 費 用 換 算 －782万円

排出量（市民１人１日当たり） －58g(829g）

処理費用は、処理に要する経費と排出量から単純に計算したもので、
実際の金額とは異なります

▲緑のカーテンには蒸散効果があるた
　め、すだれよりも効果的です

▲リサイクルプラザの見学風景
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８
月
の
更
新
を
前
に
、
新
し
い
国
民
健

康
保
険
証
を
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
ま
す
。　

　

世
帯
の
加
入
者
全
員
の
保
険
証
を
世
帯

主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険
証
は
、

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
に
は

　
　
　
　

手
続
き
が
必
要
で
す

所
得
は
毎
年
必
ず

　
　
　
　

申
告
し
て
く
だ
さ
い

失
業
等
給
付
を
受
け
る
人
は

　
　
　
　

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い

　

勤
務
先
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
た
、
ま

た
そ
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
必

ず
脱
退
の
届
け
出
を
市
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
先
の
保
険
組
合
か
ら
市
町
村
に
通

知
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
自
動
的

に
脱
退
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は

毎
年
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
し

て
い
な
い
場
合
、
正
確
な
国
民
健
康
保
険

料
の
計
算
や
、
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
に
お
け
る
保
険
料
の
一
部
軽
減
措
置

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

収
入
（
所
得
）
の
な
い
人
や
遺
族
年
金

　

解
雇
な
ど
に
よ
り
会
社
な
ど
を
離
職

し
、
65
歳
未
満
で
雇
用
保
険
の
失
業
等
給

付
を
受
け
る
人
（
特
定
受
給
資
格
者
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
）
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
を
提
示
し
申
請
す
る
と
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
証
を
７
月
中
旬
に

　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す

平成29年度 国民健康保険料が決定しました
申し込み・問い合わせ　保険年金課　☎ 29－5084、総合支所、支所

ジェネリック医薬品を希望す

る場合は、ジェネリック医薬

品希望シールを保険証の表面

に貼ってください。

平成29年度の保険料率は前年度より引き下げとなります。

保険料や納付方法は、６月中旬に世帯主へ通知します。保険料の軽減は、前年の所得に

応じて自動的に行います。軽減割合は６月中旬に送付する通知書で確認してください。

・
障
害
年
金
・
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）

な
ど
の
非
課
税
収
入
の
み
受
給
し
て
い
る

人
お
よ
び
そ
の
家
族
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
１
月
１
日
に
岩
国
市
に
居
住
し
て
い
た

人
は
岩
国
市
へ
、
そ
れ
以
外
の
人
は
平
成

29
年
１
月
１
日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
入
（
所
得
）
の
な
い
人
は
、
保
険
年

金
課
で
も
申
告
が
で
き
ま
す
。
身
分
証
明

書
・
印
鑑
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

平成29年度
国民健康保険料 医療分保険料

所得割額

均等割額

平等割額 ( 世帯単位）

最高限度額

各加入者の前年所得 基礎控除
平成28年１月～12月までの所得 33万円

－

所得割率 9.0％

世帯の加入者数

×

× × ×

＋ ＋ ＋

×

＋ ＋ ＋

＝ ＝ ＝

後期高齢者
支援分保険料

介護分保険料
※40歳～64歳のみ

6,000円→

7,200円→

19万円

2.3％

6,720円

5,760円

2.2％

7,680円

5,160円

16万円

世帯の加入者数

2.4％→

一世帯当たりの国民健康保険料（年額）

25,440円
×

世帯の加入者数

23,040円

54万円

25,920円→

24,480円→

9.2％→ 2.3％→
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平成29年度 後期高齢者医療保険料が決定しました

☆75歳の誕生日から、全ての人が後期高齢者医療保険に加入します（生活保護受給者などの人を除く）

☆加入は個人単位で、保険証と被保険者番号は１人に１つあります

☆医療費の自己負担割合は、１割または３割です

☆保険料や納付方法は、７月中旬に被保険者へ通知します

平成29年度 後期高齢者医療保険料

　平成29年度から保険料の軽減率が一部変更されます。保険料の軽減は、前年の所得などに応じて自動的に行

います。軽減額は７月中旬に送付する通知書で確認してください。

保険証は宛先と同じ台紙

に印刷されていますので、

切り取って使用してくだ

さい。

申し込み・問い合わせ　保険年金課　☎ 29－5084、総合支所、支所

一人当たりの
後期高齢者医療
保険料 ( 年額 )

52,390円

均等割額 所得割額

＝ ＋
前年所得

平成28年１月～

12月までの所得

基礎控除

33万円

所得割率

10.52％
－ ×

最高限度額57万円

　８月の更新を前に、新しい後期高齢者医療被保険

者証を７月中旬に簡易書留郵便で送付します。

　有効期限を過ぎた古い保険証は、

各自で処分してください。

●均等割額の軽減割合変更

　９割→７割に軽減割合が変更されました。

対象　75歳の誕生日の前日まで、家族の会社の健康

保険（被用者保険）の被扶養者であった人

※以下の人は、これまでどおり９割の軽減が適用さ

れます。

○住民票上単身世帯の人＝年金収入のみで年間80万

円以下

○それ以外の人＝世帯主および後期高齢者医療制度

加入者の軽減判定所得（総所得金額等）の合計が33

万円以下かつ後期高齢者医療制度加入者の全員が年

金収入のみで年間80万円以下

※平成29年１月１日時点、65歳以上で年金所得があ

る人は、年金所得から15万円差し引き、他所得があ

る場合は、その所得と合計した金額が、軽減判定所

得となります

●所得割額の軽減割合変更

　５割→２割に軽減割合が変更されました。

対象　前年所得から基礎控除33万円を差し引いた額

が58万円未満の人

※総所得金額等が33万円未満の人は所得割額が賦課

されません

保険証を７月中旬に送付します

保険料の軽減率が一部変更されます

65歳～74歳の障害のある人

　65歳から74歳までの人は、障害の程度により申請

すると、後期高齢者医療制度に加入できる場合があ

ります。74歳までの人は認定を受けた後でも、申し

点字シールを希望する人は

　希望する人には点字シール（封筒に「保険証在中」、

被保険者証に「保険証」と点字印刷したもの）を貼

り送付します。６月23日㈮までに保険年金課へ連絡

してください。

　昨年までに点字シールを希望した人には、引き続

き点字シールを貼って送付します。

出により撤回することができます。

対象となる障害

○国民年金法などにおける障害年金１・２級　○身

体障害者手帳１～３級および４級の一部　○療育手

帳Ａ　○精神障害者保健福祉手帳１・２級

手続きに必要なもの

○障害の状態を明らかにする書類（国民年金証書、

身体障害者手帳など）○現在加入している健康保険

被保険者証　○印鑑　○マイナンバーカードまたは

通知カード

被保険者番号

資 格 取 得
年 月 日

保険者番号

並びに保険

者 の 名 称

及 び 印



くらしの相談窓口
市政相談

市政に対するご意見やご要望など

毎週月～金曜（市政相談室）

問市政相談室☎㉙5017、　㉒2866

ciwakuni＠city.iwakuni.lg.jp

無料法律相談

７月 6日㈭　9時～16時 定員16人（市役所4階相談室）

７月20日㈭　9時～12時 定員 8人（市役所4階相談室）

※前日の９時から予約受け付け（先着順）

問予約専用☎㉒0320、市政相談室☎㉙5017

７月25日㈫　10時～12時 （社会福祉協議会由宇支部）

問社会福祉協議会由宇支部☎633022（要予約）

有料法律相談

毎週火曜　15時30分～18時　※１人30分間 5千円

（山口県弁護士会岩国地区会館）

※交通事故相談（第1・3木曜）15時30分～18時は無料

問山口県弁護士会岩国地区会岩国法律相談セン

ター☎432183

高齢者・障害者のための電話法律相談

消費者被害、遺言、相続、成年後見、財産管理など

７月11日㈫、25日㈫  10時～12時（山口県弁護士会)

問相談専用☎083－920－8730

山口県弁護士会☎083－922－0087

法テラス

無料法律相談などの民事法律扶助について

毎週月～土曜　9時～21時　　※土曜は17時まで

問 ☎0570-078374、☎03-6745-5600(PHS・IP)

司法書士法律相談

毎月第２・４土曜　13時～17時（岩国市福祉会館）

問山口県司法書士会☎083－924－5220(要予約)

行政相談（行政相談委員）

国の行政に関するご意見やご要望など

７月 3日㈪　9時～12時（錦ふるさとセンター)

問錦総合支所地域振興課☎722110

７月 5日㈬　9時～12時（玖珂福祉センター)

問玖珂総合支所地域振興課☎822511

７月13日㈭　9時～12時（美和老人福祉センター)

問美和総合支所地域振興課☎961111

７月13日㈭、27日㈭ 10時～12時（市役所4階相談室）

問市政相談室☎㉙5017

７月19日㈬　9時30分～12時（本郷ふるさと交流館）

問本郷支所地域振興班☎752311

７月21日㈮　9時～12時（周東総合支所宿直室)

問周東総合支所地域振興課☎841111

FAX
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行政書士無料相談

遺言、相続、農地の転用など

７月 5日㈬　9時～12時（玖珂福祉センター)

７月 5日㈬ 13時30分～16時（周東中央公民館)

７月13日㈭ 13時30分～15時30分（市役所4階相談室)

問山口県行政書士会岩国支部☎824695

土地家屋調査士・司法書士合同無料相談

境界、建物調査測量、登記申請、相続など

７月19日㈬　9時～12時（市役所４階相談室）

※予約不要（先着順）

問山口県土地家屋調査士会岩国支部☎㉓0348

山口県司法書士会岩国支部☎843918

社会保険労務士無料相談

年金、健康・雇用保険、労働条件など

７月 7日㈮ 10時～12時（市役所４階相談室）

問山口県社会保険労務士会岩国支部☎382222 

男女共同参画相談

配偶者・パートナーからの暴力など

毎週月～金曜（男女共同参画室）

問相談専用☎㉙1155、男女共同参画室☎㉙5340

母子・寡婦・要保護児童の相談

毎週月～金曜（家庭児童相談室）

問家庭児童相談室☎㉙5076

ヤングテレホン

非行・いじめ、学業、家庭、交友、健康など

毎週月～金曜（青少年課）

問青少年課☎430900、 0120-22-7830携帯不可

就職相談（キャリアカウンセリング）

７月 7日㈮、21日㈮ 9時～16時50分 定員 5人

問岩国県民局☎㉙1506（要予約）

若年無業者（15歳～39歳）の講座・キャリア面談・心理

面談

７月 6日㈭、 14日㈮、20日㈭（中央公民館）

問しゅうなん若者サポートステーション

☎0834－27－6270（要予約）

労働相談

毎週水曜 9時～17時（こども館２階）

問労働相談窓口☎㉒0160

　　　　　こころの健康相談

７月 6日㈭ 14時～16時（岩国市保健センター）

問岩国市保健センター☎㉔3751（要予約）

家族介護者相談

７月10日㈪　9時30分～11時30分

（岩国市保健センター内・由宇保健センター内・

周東保健センター内・美川保健センター内）

問高齢者支援課☎㉙2566
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警察安全相談

毎週月～金曜（警察安全相談課）

問岩国警察署☎㉔0110 

交通事故相談

毎週月～金曜　8時30分～17時

　　　　　　　　　（山口県総合交通センター）

問山口県交通事故相談所☎083－973－2316

認知症相談会

７月 3日㈪　10時～12時（由宇保健センター内）

７月 4日㈫　10時～12時（美川保健センター内）

７月10日㈪　10時～12時（周東保健センター内）

７月11日㈫　10時～12時（岩国市保健センター内）

若年性認知症相談会

７月25日㈫　14時～16時（岩国市役所内）

問高齢者支援課☎㉙2566

消費生活相談 (市）

毎週月～金曜　8時30分～17時15分

問消費生活センター☎㉒1157

消費生活相談（県）

毎週月～土曜　8時30分～19時　※土曜は17時まで

　　　　　　（消費生活センター相談コーナー）

問山口県消費生活センター☎083－924－0999

人権相談

差別問題、悩みごとなど

法務局職員　毎週月～金曜　8時30分～17時15分

人権擁護委員　毎週月・火・木・金曜　9時～16時

                                               （法務局常設相談所）

７月 5日㈬　9時～12時（中央公民館師木野分館)

問山口地方法務局岩国支局☎431125

心配ごと相談

日常生活の中での困りごとや心配ごとなど

毎週火曜　 13時～16時30分（岩国市福祉会館）

問社会福祉協議会岩国支部☎㉒5877

７月10日㈪ 10時～11時30分

　　　　　　　　　（社会福祉協議会周東支部）

問社会福祉協議会周東支部☎841100

７月11日㈫ 10時～12時

　　　　　　　　　（社会福祉協議会由宇支部）

問社会福祉協議会由宇支部☎633022

７月12日㈬ 9時30分～12時（玖珂福祉センター）

問社会福祉協議会玖珂支部☎823231

７月13日㈭ 9時～12時（美和老人福祉センター）

問社会福祉協議会美和支部☎960600

７月18日㈫  9時～12時（錦公民館）

問社会福祉協議会錦支部☎722211

７月19日㈬  9時30分～12時

　　　　　　　　（本郷福祉サービスセンター）

問社会福祉協議会本郷支部☎752355

山口県よろず支援拠点による出張相談会

中小企業、小規模事業者の経営上の相談

７月26日㈬　9時30分～16時（市役所４階相談室）

※前日まで予約受け付け、先着４事業者

問（公財）やまぐち産業振興財団

☎083－922－3700

補聴器相談

７月 3日㈪　9時30分～12時（錦公民館）

問社会福祉協議会錦支部☎722211 
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　ヘアドライヤーを利用して髪の毛を乾か

していたところ、背面にある空気の吸い込

み口に髪の毛を吸い込まれてしまった。

　やっとのことで外したが、内部でショー

トを起こしており、髪の毛が焦げてしまっ

た。

　ヘアドライヤーを利用中に髪の毛が背面

の吸気口に吸い込まれたり、ショートを起

こしている部分に触れたりすることで熱傷

を負うなどの事例が報告されています。

　他にも、電源コードを本体に巻きつけて

保管すると、電源コードがねじれて損傷す

ることでショートを起こし、熱傷を負って

しまう、ひどい場合は火事にまで発展する

こともあります。

　ヘアドライヤーは身近な家電製品であり、

毎日利用する人も多いため、誰でも被害に

遭う可能性があります。保管する場合は電

源コードに本体を巻き付けて保管するので

はなく、きれいにゴムなどで束ねて保管す

るなど、取り扱いには十分に注意を払いま

しょう。

問消費生活センター☎㉒1157

消費生活

ワンポイント

講座

トラブルの対処法をアドバイス

135. ヘアドライヤーの取り扱いに注意

相談内容

今回の助言
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や
兄
弟
姉
妹
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
も
、

実
名
を
名
乗
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
結

婚
し
て
も
子
供
を
産
む
こ
と
が
許
さ
れ

ず
、
一
生
療
養
所
か
ら
出
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
、
死
ん
で
も
故
郷
の
墓

に
埋
葬
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
苦
痛

と
苦
難
を
長
い
間
強
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
も
し
、
自
分
や
家
族
が
患
者
で
あ

っ
た
ら
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

こ
の
よ
う
な
偏
見
や
差
別
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
と

と
も
に
相
手
の
人
権
を
尊
重
す
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ン
セ

ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
す

た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
、

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

放映：６月26日㈪
                          ～７月２日㈰

「かかりつけ医」を知っ
ていますか？

　かかりつけ医について詳しく紹介

します

放映：７月10日㈪
                        　   ～16日㈰

　錦川清流線開業30周年記念式典

や駅舎の改築について紹介します

開業30周年“走る自然美
術館”錦川清流線

問

広報いわくに

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
原
因
は
、
ら
い
菌
と

い
う
細
菌
で
す
。
発
病
す
る
と
末
梢
神

経
や
皮
膚
が
侵
さ
れ
る
た
め
、
感
覚
障

害
が
起
こ
り
、
温
度
や
痛
み
を
感
じ
な

く
な
り
ま
す
。
顔
（
目
・
鼻
・
口
）
や

手
足
が
変
形
す
る
後
遺
症
が
残
り
や
す

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
偏
見
や
差
別
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

　

ら
い
菌
は
、
人
の
体
内
で
よ
う
や
く

生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
病
原
性
が

弱
い
菌
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
20

年
前
ま
で
「
ら
い
予
防
法
」
に
よ
っ
て

強
制
的
に
患
者
を
隔
離
し
、
住
ん
で
い

た
家
を
大
掛
か
り
に
消
毒
す
る
な
ど
の

政
策
を
取
り
「
と
て
も
怖
い
病
気
で
あ

る
」
と
い
う
誤
っ
た
考
え
を
人
々
に
植

え
付
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
親

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
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昭
和
25（
１
９
５
０
）年
９
月
、
キ
ジ
ア
台

風
が
中
国
地
方
を
襲
い
ま
し
た
。
こ
の
台
風

は
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
高
潮

に
よ
っ
て
宮
島
の
厳
島
神
社
社
殿
が
破
損
し

て
い
る
ほ
か
、岩
国
市
で
も
延
宝
２（
１
６
７

４
）
年
か
ら
２
７
６
年
不
落
を
誇
っ
た
錦
帯

橋
が
流
失
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ジ
ア
台
風
が
岩
国
市
に
接
近
し
た
の
は

９
月
13
日
。
暴
風
雨
に
よ
っ
て
、
14
日
午
前

８
時
半
頃
に
は
、
錦
川
の
水
位
は
平
時
よ
り

３
・
３
ｍ
上
昇
し
、
錦
帯
橋
は
非
常
に
危
険

な
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

３
つ
の
反
橋
に
６
尺
桶
に
水
を
入
れ
て
置
く

な
ど
し
て
防
備
に
努
め
ま
し
た
が
、
こ
の
対

策
も
空
し
く
午
前
９
時
47
分
か
ら
濁
流
に
呑

み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
流
さ
れ
た
錦
帯

橋
の
残
骸
は
、
後
日
錦
帯
橋
川
下
に
あ
る
臥

竜
橋
に
引
っ
か
か
っ
た
り
、
瀬
戸
内
海
ま
で

流
さ
れ
た
り
し
て
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
失
の
原
因
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
松
根

油
を
取
る
な
ど
し
て
、
山
を
荒
ら
し
た
こ
と

に
よ
り
洪
水
を
助
長
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

戦
後
の
海
面
埋
め
立
て
に
伴
い
、
錦
帯
橋
下

の
河
原
の
砂
利
を
大
量
に
採
取
し
た
こ
と
で

橋
脚
周
辺
の
敷
石
が
緩
ん
で
い
た
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
キ
ジ
ア
台
風
が
過
ぎ
た
後
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
で
す
。
中
央
２
つ
の
橋
脚
が
根

元
か
ら
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
が
、
増
水
に
よ

る
破
壊
力
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
キ

ジ
ア
台
風
で
錦
帯
橋
が
流
失
す
る
様
子
を
写

し
た
白
黒
写
真
は
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

カ
ラ
ー
写
真
は
珍
し
く
、
流
失
後
の
錦
帯
橋

を
生
々
し
く
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま

す
。

　

ま
た
キ
ジ
ア
台
風
の
被
害
に
よ
っ
て
確
認

で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
橋
脚
の
編
木
基

礎
が
掘
り
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
古
い
記
録
と

現
物
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
橋
脚
を
築
く
時
、
無
事
に
落

成
す
る
こ
と
を
願
っ
て
人
柱
を
立
て
た
と
い

う
人
柱
伝
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
人

柱
の
形
跡
は
な
く
、
伝
説
は
否
定
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
石い

し
の
み鑿

や
槍
の
穂
先
、
小こ

づ

か柄
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
工
事
の
安
全
を
願
っ
て
埋
め
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

岩
いわくにちょうこかん

国徴古館

カ
ラ
ー
写
真
で
見
る
錦
帯
橋
の
流
失

※（　）内は平成29年累計

広報テレホン

目の不自由な人へ

4月分事故件数　32件（178件）　死者数 1 人（3人）　傷者数　40人（213人）　

７
月
９
日
㈰
ま
で
岩
国
徴
古

館
で
企
画
展
「
錦
帯
橋
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▶
昭
和
25
年
撮
影
（
撮
影
者
＝

W
illia

m
 B

.P
e
rry

氏
、
提
供
者

＝
岡
崎
茂
氏
）

人口　137,448人 男性　65,196人　　女性　72,252人【前月比 ＋ 295人】

世帯　66,190世帯 ※外国人人口を含む（平成29年５月１日現在）【前月比 ＋ 245世帯】

2017.6.15



2
7
1
　

広
報

い
わ

く
に

☎ ☎
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７月３日㈪　錦中央・整形外科（午前）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　４日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　５日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　６日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　７日㈮　錦中央・整形外科

　　10日㈪　錦中央・整形外科（午前）、脳外科(午後）

　　　　　　美和・眼科（午前）　　

　　11日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　12日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　　　　　美和・整形外科（午前）

　　13日㈭　錦中央・眼科（午前）、皮膚科（午前）

　　14日㈮　錦中央・整形外科

　　18日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　19日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　20日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　21日㈮　錦中央・整形外科

　　24日㈪　錦中央・整形外科（午前）、脳外科(午後）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　25日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　26日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　　　　　美和・整形外科（午前）

　　27日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　28日㈮　錦中央・整形外科

　　31日㈪　錦中央・整形外科（午前）

　　　　　　美和・眼科（午前）

いなだ泌尿器科クリニック 今津町一丁目　　☎㉑1976

八木クリニック　　　玖珂町829          ☎821212

   

                                    

都志見耳鼻科　　　　麻里布町六丁目　☎㉔4133

山口平成病院　　　　玖珂町1340        ☎826111

松田歯科医院　　　　美和町渋前　　　☎950118

小林耳鼻咽喉科医院　今津町三丁目　　☎㉑2718

リフレまえだ病院　　玖珂町1887        ☎823521

林歯科医院　　　　　玖珂町5063        ☎825885

吉岡耳鼻咽喉科　　　南岩国町一丁目　☎324133

市立本郷診療所　　　本郷町本郷　　　☎752770

さとう眼科　　　　　室の木町五丁目　☎㉚3100

藤政病院　　　　　　周東町下久原　　☎840037

米田歯科医院　　　　玖珂町857          ☎826551

友田クリニック（婦人科） 今津町一丁目　　☎㉑0913

市立美和病院　　　　美和町渋前　　　☎961155

とよた歯科医院　　　玖珂町6053        ☎826441

問地域医療課☎㉙5011

※上記は変更になる場合があります。

７月２日㈰

７月９日㈰ ７月23日㈰

７月17日㈷

休日夜間などに体調が

悪くなった人は、なる

べく午後11時までに受

診してください。

お願い

※上記は変更になる場合があります。当日の新聞や市ホームページなどでご確認ください。

※急患以外の場合は、ご遠慮ください。

７月16日㈰ ７月30日㈰
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